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地区計画18号指導図【その1】
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点 名 X Y標 識

基 準 点 座 標 リ ス ト

T.18-1 -161998.870 109972.122

 T.18-2 -161972.723 110032.612

 T.18-3 -161953.854 110088.492

T.18-4 -161933.909 110148.816

点 名 X Y標 識

中 心 線 座 標 リ ス ト

  BP -161995.296 109976.013

  IP.1 -161967.101 110055.942

 IP.2 -161941.349 110135.138

  EP -161861.208 110400.137

金属鋲

金属鋲

金属鋲

金属鋲

金属鋲

110336.479

T.18-8 -161858.582

金属鋲

110400.301

金属鋲T.18-5

金属鋲

-161917.143 110204.881

 T.18-6 -161901.680 110272.956

 T.18-7 -161877.398
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地区道路幅員
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拡幅用地幅員

【暗渠】

S=1:50

公図官地幅

2.5m

0.5m

拡幅用地幅員

【開渠】

1.1m

計画水路幅

公図境界線

記　号

建築物等の後退線

名　　称

公図の写し

基準点 中心線等復元に使用する基準となる点

【開渠側】 計画中心線よりW=2.5m＋計画水路幅の位置

地区道路計画線

地区施設道路計画線より0.5mの位置(0.5m以上)

凡　　例

備　　考

現況道路線

道路計画中心線

【暗渠側】 計画中心線よりW=2.5mの位置

路肩,水路肩,舗装等の現況

地区道路計画中心線

地

区

道
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線

  IP.3

 IP.4

-161900.418

-161872.522

110269.449

110359.780

となるように決定しています。

しています。

・計画水路幅について

・公図境界線は，既存資料(公図,地積測量図,官民境界線証明)を参考にして作図

地区道路の考え方

注.1）現況水路幅を計画水路幅とします。

・地区道路は，両側側溝(用排水路を含む)で整備します。

・地区道路計画中心線は,公図官地幅より左右拡幅用地幅員の差異が0.3m以内

・地区道路は，川南地区の地区整備計画で決定された路線です。

0.15m

に含めます。注.2）民地側の水路壁天端幅は15cmとし,道路側の天端幅は地区道路幅員

5.0m


